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(2)急性遅発性神経毒性試験
ニフトリ (Shavers 288系 交雑種、一群雌 10羽 )を用いた強制経口 [原
体 :0、 2,000 mg/kg体 重、2回投与 (初回投与 21日 後に 2回 目投与 )、
溶媒 :40%エ タノール水溶液]投与による急性遅発性神経毒性試験が実施
された。陽性対照群には TO CP(500 mg/kg体 重)を 単回強制経口投与し
た。

検体投与群において、投与の影響は認められなかった。

陽性対照群においては、歩行失調、起立困難、体重及び摂餌量減少、神

経組織の軸索のlE厚及び脱 ミエ リン像が認められた。

本試験において、2,000 mg/kg体 重投与群において、検体投与の影響は
認められなかったので、無毒性量は本試験の最高用量 2,000 mg/kg体重
であると考えられた。遅発性神経毒性は認められなかった。 (参照 8)

9 眼・皮膚に対する刺激性及び皮膚感作性試験
日本白色種ウサギを用いた眼刺激性及び皮膚刺激性試験が実施され、眼刺

激性及び皮膚刺激性試験は認められなかった。

Pirbright^whiteモ ルモットを用いた皮膚感作性試験 (Buehlel,法 )が 実
施 され、結果は陰性であった。 (参照 8)

0 亜急性毒性試験
(¬ )90日 間亜急性毒性試験 (ラ ッ ト)
Fischcrラ ット (一 群雌雄各 30匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、 100、 500、
2,500及 び 12,500 ppm)投 与による90日 間亜急性毒性試験が実施された。
本試験において、12,500 ppm投与群の雌雄で肝絶対及び比重量 1増加、
同群の雌及び 2,500 ppm以 上投与群の雄で体重増加抑制が認められたの
で、無毒性量は雄で 500 ppm(43 mg/kg体 重/日 )、 雌で 2,500 pplu(270
mg/kg体 重/日 )で あると考えられた。 (参 照 8)

(2)90日 間亜急性毒性試験 (イ ヌ )
ビーグル大 (―群雌雄各 4匹 )を 用いたカプセル経口 (原体 :0、 lo、
100及び 500 mg/kg体 重/日 )投 与による 90日 間亜急性毒性試験が実施
された。

本試験において、500 mg/kg体 重/日 投与群の雄で体重増加抑制及び摂
FII量減少、 100 mg/kg体 重/日 以上投与群の雄で Glu及 び TP減少、ALP
増加が認められ、雌では投与に関連した毒性所見が認められなかったので、
無毒性量は雄で 10 mg/kg体 重/日 、雌で本試験の最高用量 500 mg/kg体
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重/日 であると考えられた。 (参照 8)

(3)28日 間亜急性神経毒性試験 (ラ ット)
SDラ ット (一 群雌雄各 10匹 )を 用いた混餌 (原体 :0、 500、 5,000
及び 15,000 ppnl)投 与による 28日 間亜急性神経毒性試験が実施された。

本試験において、15,000 ppm投与群の雄で体重増加抑制が認められ、
lltで は投与に関連 した毒性所見が認められなかったので、無毒性量は雄で

5,000 ppm(445 mg/kg体 重/日 )、 雌で本試験の最高用量 15,000 ppm
(1,36011■ g/kg体 重/日 )で あると考えられた。神経毒性は認められなか
つた。 (参照 8)

(4)28日 間亜急性経皮毒性試験 (ウサギ)
NZWウ サギ (― 群llE雄各 4匹 )を 用いた経皮 (原体 :0、 100、 500及
び 2,5()O mg/kg体 重/日 )投 与による 28日 間亜急性経皮毒性試験が実施さ
れた。

本試験において、極めて軽微な紅斑が投与量に相関して観察されたこと

を除き、投与に関連 した毒吐所見が認められなかったので、無毒性量は雌

雄 とも本試験の最高用量 2,500 mg/kg体重 /日 であると考えられた。(参 照
8)

11 慢性毒性試験及び発がん性試験
(1)2年 間慢性毒性試験 (イ ヌ )
ビーグル大 (― 群FtTf雄 各 4匹 )を 用いたカプセル経口 (原体 :0、 5、

50及 び 500 11lg/kg体 重/日 )投与による2年間慢性毒性試験が実施された。
木試験において、500 mg/kg体 重/日 投与群の雌雄で肝絶対及び比重量
増加、同群の1■及び 50 mg/kg体 重ブロ以上投与群の雌で ALP増 加が認め
られたので、無毒性量は雄で 50 mg/kg体 重/日 、雌で 5 mg/kg体重/日 で

あると考えられた。 (参 照 8)

(2)2年 間慢性毒性試験 (ラ ッ ト)
Wistalラ ント (~詳 llC雄 各 70111[最高用量群は雌雄各 20匹、最高用
量群を除き、投与 26週 時に各群 1/E雄各 8匹 、投与 52及 び 78週 時に各群
雌雄● 19匹 を中間と殺])を 用いた混餌 (原体 :0、 10、 20、 30、 100、
1,000及 び 10、 000 pl)nl)投 与による 2年間慢性毒性試験が実施された。
本試験において、10,00o ppm投 与群の雌雄で食餌効率低下、1,000 ppm

以上投与群のrlで 体重増カロ抑制が認められたので、無毒性量は雄で 100

ppm(59 mg/k=体 重/日 )、 lltで 1,000 ppm(72 9 mg/kg体 重/日 )であ
ると考えられた。発がん性を評価する動物数が 50匹 以下であったが、

10,000 ppm投 与群を除く群では一群雌雄各 42匹 が割 りつけられている
ことから、評価は可能であると考えられた。得 られた結果からは発がん性
を示唆するような変化は認められなかった。 (参照 8)

(3)2年間発がん性試験 (マ ウス )
B6C3「 1マ ウス (一群雌雄各 70匹 )を 用いた混餌 (原体 ,0、 loO、 2,000
及び 10,00o ppm)投 与による 2年間発がん性試験が実施された。
各投与群で認められた毒性所見は表 12に示されている。
本試験において、2,000 ppm以 上投与群の雄で体重増加抑制、雌で下垂
体前葉細胞過形成が認められたので、無毒性量は雌雄とも 100 ppm(雄 :

137 mg/kg体重/日 、雌 :178 mg/kg体 重/日 )で あると考えられた。発
がん性は認められなかった。 (参照 8)

表 12 2年 間発がん性試験 (マ ウス)で認められた毒性所見

12 生殖発生毒性試験
(1)3世代繁殖試験 (ラ ット)
SDラ ット (―群雌雄各 30匹)を用いた混餌 (原体 :0、 100、 1,ooo
及び 10,000 ppm)投与による 3世代繁殖試験が実施 された。本試験では、
両世代、各投与群の雌 (12～ 15匹 )を妊娠 20日 に帝王切開し、母動物に
ついては子宮内検査、胎児については外表、骨格及び内臓検査が実施され
た。

本試験において、親動物及び児動物で投与に関連 した毒性所見が認めら
れ なかったので、無毒性量は親動物及び児動物 で本試験の最高用量
10,000 ppm(P雄 :765 mg/kg体 重 /日 、P雌 19o4mg/kg体 重/日 、Fl
雄 :952 mg/kg体重/日 、Fl雌 11,071 mg/kg体 重/日 、F2雄 :910 mg/kg
体重/日 、わ 雌 :1,014 mg/kg体 重/日 )で あると考えられた。繁殖能に対
する影響は認められなかった。 (参 照 8)

(2)発 生毒性試験 (ラ ット)
SDラ ット (―群雌 20～ 21匹 )の妊娠 5～ 14日 に強制経口 (原体 :o、
200、 800及 び 2,360 mg/kg体重ノ日、溶媒 :Tween 80を 加えた o5%CMC
水溶液)投与して、発生毒性試験が実施された。なお、最高用量群は、当

投 与群 雄 雌

I0,000 ppm 体重増加抑制

2,000 ppm l,r t 体重増加抑制 下垂体由1葉細胞過形成 (限局性 )

100 pprn 毒性所見な し 毒性所見な し



初 3,200 mg/k書 体重/日 に設定されたが、懸濁液の分析結果か ら、2,360

mg/kg体 重 /日 しか投与 さオ1′ていないことが判明 した。
本試験 において、母動物及び胎児で投与に関連 した毒性所 見が認められ

なか つた ので、無毒性 量は母動物及び胎児で木試験の最 高用 量 2,360

mg/kg体重 /日 であると考えられた。催奇形性は認められなかつた。 (参照
8)

(3)発生毒性試験 (ウ サギ )
NZ Wウ サキ |一 群雌 11-11匹 )の 妊ltlF 6～ 18日 に強制経口 (原体 :0、
250、 500及 び 1,000 1ng/kg体 重/日 、溶媒 :Twccn 80を 加えた 025%CMC
水溶液 )Jt与 lて  発生毒性試験が実施された。
本試験にお tヽ て、殿動物ではいずれの投与群でも検体投与に関連 した毒

性所見は認●,喧り,1ず 、1,0()0 1ng/kg体 重/日 投与群の胎児で着床後死亡率

増加が認 V,F■ た√)で 、無毒性量は母動物で本試験の最高用量 1,000

nlg/kg F卜 lE/口 、月台児で 500 1ng/kg体重/日 であると考えられた。催奇形性

は認めら1し なんヽっi「 。 (参照 8)

13 遺伝毒性試験
メブ ロニル (il ll)・ lD細 菌を用いた DNA修 復試験及び復帰突然変異試
験、チ ャイ [・ ―ズ⌒」、スター卵巣 由来細胞 (CHO)を 用いた染色体異常
試験、チャ イニーズ′ヽムスター肺 由来細胞 (V79)を 用いた遺伝子突然変
異試験、ICRイ ウス■び SDラ ッ トを用いた宿主経由試験、BDFlマ ウス
を用いた 1電性政死試験、ICRマ ウスを用いた小核試験が実施 された。
結果は .L131[l示 されている。染色体異常試験において代謝活性化系非

存在下の最請i濃 lt(1回 目 748卜 g/ml′、追加試験 70 0 μg/mL)で 5～9%程
度の出現率で陽|■ が認められたが、代謝活性化系存在下では陰性であった。

また、2'2レ′ノ,′ο小核試験で陰性であったこと、その他のすべての試験で陰性

であったこと力ヽ ら、上体にとつて問題 となる遺伝毒性はない もの と考えら

オtプして, (2'11 8)

原体混在物 3、 5、 6及 び 7並 びに代謝物 B、 C、 F、 G、 I、 L及び 0の
細菌を用いた DNA修復試験及び復帰突然変異試験が実施された。結果は
表 14に示されてお り、試験結果はすべて陰性であった。

表 13 遺伝毒性試験概要 (原 体 )
試 験 対 象 処双濃度・投与量 結果
DNA
修復試験

ノ7′οクノノυs s″ b`′ノ′
`(H17、 M‐ 45株 )

20～2,000 μg/テ
・
ィスク 陰性

陰性

復帰突然

変異試験

Sa力
"ο
′ο/_7′
=ypカ
ルな2万α″

(TA98、 TA 100、 TA 1535
TA 1537、  TA1538″ k)
Fsσ力θttσムカ σο〃 (WP2カεr~
1末 )

1～ 5,000 μg/フ  レート (+/― S9)
陰性

50-5,000 p,gl7' v-l
(+/― S9)

陰性

復帰突然

変異試験

S,yp力 2凛 υttυ
“(TA98、 TA 100、 TA1535

TA1537、 TA 1538株 )
ι οο力 いVP21′ √rA株 )

1,560～ 50,000 1lg/ア  レート

(+γ―S9)
陰 性

染色体異常

試験

チャイニーーズハムスター

卵巣由来細胞 (CHO)
748～ 748卜 lg/111L(― S9)
迫カロ試験 :

50、 60、 70、 799★、899贅

μg/mL(S9)
999～ 999 μF/ml,(+S9)

陽性
(― S9)

陰性
(+S9)

遺伝子突然

変異試験

(H(lPRT
遺伝子)

チャイ ニー ズハ′、スター肺山

来細胞 (V79)
10-500 pe/ml- (+/-St))

陰 性

注 )

宿主経由

試験

ICRマ ウス (1群雄 621)
S iypカカυ″ιソ″ (G46株 )

1,000、  3,000 nig/kg F本 重
×各 2回 (強 制経口投与 )

陰 性

宿主経 由

試験

ICRマ ウス (一群雌雄各 2匹 )
S ,ypん力υ2■υ″ (G46株 )

3,000 mg/kg体 重
(強 制経 口投与 )

3,000 rnJkg千 本重

(筋 肉内投与 )

陰 性

宿主経由

試験

SDラ ット (‐群雌 lAI各 211L)
S typh力 υ

“
υ
“
 (G46株 )

3,000 mg/kg体 重
(経 口投与 )

3,000 mg/kg体 重
(筋 肉内投与 )

陰性

優性致死

試験

BDFlマ ウス (交配 1雌動物数 1
群 30匹 /週 、一群雄 15匹 )

4,Ooo mg/kg llN重 /日 ×1回
1,000 mg/kg体重 /日 ×5回
(強 制経 口投与 )

陰性

小核試験

/S91代 謝活

ICRマ ウ ス (骨 髄 細 胞 )
(一群 雄 6匹 )

性 イヒ系 存 在 下 乃 rバ 非 イイ F―

720、  1,200、  2,ooo
mg/kg体重 /日

(2日 間投与 )
陰性

79 9 μg/mL以 上では、細胞毒性により必要な細胞数が得 られなかった。



処理濃度・投与
J F“ bti■is

(H17、 M45株 )

1～ 1,000 μg/テ
゛
ィスク

1～ 1,000 μgソフ
・レート (+/― S9)

001～ 10 μL/フ
・レート (+/― S9)

1-1,000 μg/テ

l～ 1,000 μg/フ  レート (+/― S9)

代 謝 物 G

500～ 5,000 μg/フ
゜
レート(+/― S9)

原体

混在物

6

原体

混在物

7

代 謝 物

|ヽ 訪す物

代 謝 物 I
復

'テ

突然

変異試験

表 14 遺伝毒性試験概要 (原体混在物及び代謝物 )

001～ lo「tL/テ・ィスク

i量ま験1“:篭ぽ呻 5

臨   I
I製慰1鮨算蒲『1・ 53

000 μg/テ

(+/― S9)

500～ 5,Ooo μg/フ
・レー|(十′―S9)

TA98:50～ 10,000 μg/フ
゜
レート

Ill 食品健康影響評価

参照に挙げた資料を用いて農薬 「メプロニル」の食品健康影響評価を実

施 した。
14c又は D重水素で標識 したメプロニルを用いた動物体内運命試験の結
果、メプロニルはラット体内で速やかに吸収され、血漿中放射能は雄で 05
時間後、雌で 025時間後に Cmaxに 達した。吸収率は概ね 70%以上である
と考えられた。投与 15分及び 1時 間後の臓器及び組織中残留放射能濃度は、
胃、腎臓、肝臓、小腸等で高く、小腸を除いて経時的に減少する傾向が認

められた。主要代謝物は、B及び Cで あり、これらはさらに代謝を受け、
抱合化が進むことが考えられた。雌雄いずれにおいても、投与後 96時 間で
はぼ完全に尿又は糞中に排泄された。主要排泄経路は尿中であった。胆汁

中排泄試験の結果、投与 48時 間までに雌雄とも50%TAR以上が排泄され、
優位な排泄経路であることが示唆され′た。

水稲、ぶどう及びレタスを用いた植物体内運命試験において、主要成分

は親化合物であり、主な代謝物 として Bの 抱合体が認められた。
メプロニルを分析対象化合物 とした野菜、果実等における作物残留試験
の結果、メプロニルの最高値は、最終散布 28日 後に収穫した大麦の 083
mg/kgで あった。また、魚介類におけるメプロニルの最大推定残留値は 133
mg/kgで あった。
各種毒性試験結果から、メプロニル投与による影響は、主に体重増力Π量

及び肝臓に認められた。神経毒性、発がん性、繁殖能に対する影響、催奇

形性及び生体にとつて問題 となるような遺伝毒性は認められなかつた。

各種試験結果から、食品中の暴露評価対象物質をメプロニル (親 化合物

のみ)と 設定した。

各試験における無毒性量等は表 15に示されている。

各試験で得られた無毒性量の最小値は、イヌを用いた 2年間1曼性毒性試
験の 5 mg/kg体 重/日 であつたので、これを根拠として、安全係数 100で除
した 0 05 mgノkg体重/日 を一 日摂取許容量 (ADI)と 設定した。

ADI
(ADI設 定根拠資料 )
(動物種 )

(期 間 )

(投与方法 )

(無 毒性量 )

(安全係数 )

0 05 mykg体 垂重/日

慢性毒性試験

イヌ

2年 間
カプセル経 口投与

5 mg/kg体 重 /日

100

i艇筆i雷!#胎
IF 
οο力 (WP2ぃ 77・ 4株 )

|

TA100: lo～ 5,000 μg/フ レート
(+/― S9)

TAlo2: 50～ 10,000 1tg/フ・レート
(― SCl)

10～ 5,000 μg/フ
・
レート

(+S9)
TA 1535:

100～ 50,000 1lg/フ・レート(― S9)

50～ 10,o0011g/フ・レート(+S9)
TA1537,ヽ VP2● 2・ 4:
100～ 50,000 μg/7・ レート(十 /― S9)

陰 性

|

/1)+ノーS9

暴露量については、当評価結果を踏まえて暫定基準値の見直しを行 う際



に確う思り
~る
ことと,~る 。

表 15 各試験における無毒性量等の比較

試 験

90 ‖「1司

亜急性

毒性試験

31[Ⅲヽ

繁地試験

0、  10()、  500、

2.5()0、  12,5('0

農薬抄録

43

270

体重増加抑制

肝絶対及び比重景

増加等

I,与 量

(111書′kH I卜 II:/日 )

無毒性 量 (m〔 /k貨 体重 /日 )1)

ラット 雄

雌

炸

雌

rt

lllL

|(や 経毒性は認 め られ
|な い )

雄 :体重増加抑制

雄 :食餌効率低 ド

(発 が ん性 は認 め られ

ない )

親動 4勿及び児動物

P雄 :765 P雌 :904

Fl雄 1952 Fl雌 :1,071

F2雄 910 F2雌 :1,014

親動物及び児動物 :毒性

所見な し

(繁 殖 能 に対す る影響

は認 め 聰れない )

母動物及び胎児 :2,360

母動 Fl及 び胎ιt:毒 性所
見な し

(1を 奇形性は認め られ

ない )

445
1,360

体重増加抑制

毒性所兄なし

品安全委員会

445

1,360

体重増加 lll制

it'71所 見な t´

(神 経 毒性 は認 め 喧〕れ

ない )

雄 159
川[:729

体重増加抑制

食餌効率低 下

(発 が ん性 は認 め られ

ない )

親動物及 び児動物

P雄 :765P雌 :904
Fl雄 :952 Fl ltil,071

&雄 :910 F2雌 11,014

規動 1カ及び児動物 :毒性

所見な し

(繁 殖 能 に対す る影 響

は認められない )

母動物及び胎児 :2,360

母動物及び胎児 :毒性所
見なし

(催 奇形性 は認められ
ない)

||[:0、  82
218、  1,102

出[10  10、

,pp
`113、

52、

雌

雌

雄

雌

雄

雌

Ю

２

雄

雌

Pp]〕 1

1110 06
18、  59、
596、  63()

山1 0、 07、 1`1

21、  72、
72.9, ?40

0  100、  1,000、

10,000 pl)n■

200、  300、  21360

雄

雌

　

雄

雌

43

270

体重増加抑制

肝絶対及び比重量

1曽カロ々争

動 物 種 試 験
投与量

(mg/kl体 重/日 )
無毒性量 (m
農薬抄録

/kg llx重 /日 )1)

「

~T―
マウス 2年 間

,6が ん′1生

試験

0、  100、  2,000、

_lp,pQQ理 ■____
雄 :0、 137、 279、

1,433

1唯 10、 178、 360、

1、810

137
178

体重増加抑制

下垂体前葉細胞

過形成

(発 がん性は認められ

ない )

雄

雌

雄

雌

137
178

体重増加抑制

下垂体前葉細胞

過形成

(発 がん性は誌 め られ
ない )

雄

雌

雄

雌

ウサギ 発生毒性

試験

0、  250、  300、  1,000 母動物 :1,000

月台ルt i500

母動物 :毒性所見なし

胎児 :着床後死亡率増加

(催 奇形性は忍 められ

ない )

母動物 :1,000

ガL4'電  :500

母動物 :毒性所夕となし

胎児 :着 床後死亡率増加

(催 奇形性は認 め られ
ない )

イメ 90 日閾]
亜急性

毒性試験

0、  10、  100、  500 10

500

Glu及 び TP減 少等
毒性所見な し

雄

雌

雄

雌

10

500

Glu及 び TP減少等
毒性所見な し

雄

雌

雄

雌

2年 間
慢′性毒性

試験

0、  5、  50、  500 雄

雌

50

5

雄 :月干絶対及び比重量増
加等

雌 :ALP増 加

50

雄 :肝 絶対及び比重量増

加等

雌 :ALP I曽 カロ

雄

雌

ADl NOAEL:5
SF: 100
ADl:005

NOAEL:5
SF l 100

ADI:005
ADI設 1長 拠資お| イヌ 2年 間慢性毒性

試験

イヌ 2年間慢性毒性
試験

1)無 毒性量 71欄 に|ま最小毒性量で認められた主な毒性所見を記 した。



<別 紙 11代 謝物 /分解物等略称 >

l isopropox_vlrnLlinc

l     i3'(l hvd・ 0ゝt、′mCtl■ ドl)ethoxy‐ 2 nlcthylbenzanilide

i3''h1'd roxv"2-m cthylb e nzani[de
3'' isop ropox1",l' - hydr.oxy-2-mcthvlbenzanilide

i3｀

‐
nlc tl10、 y4'hydroxy‐ 2‐methylbcnzanilidc

1雌IIIII∫」罵よWime
i3' isLrp rop oxr''3-hl.droxymethylbenzanilide

1'lrr,dloxf il-oro-2'(3''isopropoxyphenyl) isoindoline

原体混在物 51(原 体混在物 |
原体混在物 61(原 体混在 1カ )

<別 紙 2:検 査値等略称 >

ヘモ グロビン (血 色素量 )

ヘマ トクリッ ト値

半数致死濃度

半数致死量

環境中予測濃度

最終使用から収穫までめ日数

消失半減期

総残留放射能

アセチル コ リン

有効成分量

アル カ リホスファターゼ

生物濃縮係数

カルボキシメチルセル ロース

グル コ ー ス (血糖 )

総投与 (処理)放 射能

薄層クロマ トグラフ

最高濃度到達時「HD

リン酸 トリ ο‐ク レジル



<別紙 3:作 物残 留試 験成績 >
作物名

[栽培形態 ]

(分析部位 )

実施年度

水稲

(玄 米 )

1976年度

水稲

(玄 米 )

1978年 度

水稲

(玄 米 )

1983年

試験 |

IF場

数

0019
0 015

0019
0012
0 189

0088
0069
0047

0028
0210
0025
0508
0466
0476
0330
0 100

0018
0015
0018
0010
0189
0085
0066
0046
0016
0006
0019

0106
0227

使用量

(g ai`ha)

粉斉J(30%)
1 2 kg ai′ ll:t散 布

1(fl斉」 (750%)
13 kg ai≠ 1l a散 布

0 5 kg ai′ ha l枚 布

0水 和剤 (750%)

100011午 0 5 kg ai′ ha

散布

①水和斉」(750%)
l 12 kg ai/h〔 t

功聴形成期前に散布

②本和斉」(750%)
l 12 kg ai′hlt 散油f

OI,斉J(30%)
1 2kgM/ha tki市

2

2

3

3

3

3

3

3

3

3

3

14

21

14

21

30

0 107

0233

残留値  (mg/kg)
.l -/ p =tv

0017   1   0o17
0011  1. 0011
0 008   1   o oo8

0029
0 215

0028
14 1   0514
21  1   0472

14 1   0480
21  1   0335

30 1   0 105

0018
0008
0020

63 1  く0005
63 1  くO oo5

く0005
く0005

作物名

[栽培形態 ]

(分 析部位 )

実施年度

試験

圃場

数

使用量

(g ai/ha)

回数

(回 )

PHI

(日 )

残 留値  (mg/kg
/lw=tv

最高値 平均値

水稲

(玄米 )

1984年

1
① ゾル (160%)
原

'夜

 0 6 kg ai/ha

② ゾル (400%)
0 6 kg嵐 /ha 散布

55

55

002
002

002
002

l

59

63

0 11

008
0 11

008

小麦

(「lF子 )

1978年

1

水和斉J(750%)
1 2 kg ai/ha 散布

2 31 く0005 く0005
1 2 31 0017 0016

1

l

2

2

0566
0006

0554
0006

小麦

(種 子 )

1979年

粉斉」(30%)
1 2 kg ai/ha 散布

31 く0005 く000

1

2

2

34

45

0017
く0001

0 016

く0005
な し

[無 袋 ]

(果 実 )

19761F

1

水和剤 (750%)
3 8 kg ai/ha 散布

60

91

0035
0()03

001,4

0003

1

1

水和剤 (750f。 )

5 3 kg ai/ha 散イb

60

9()

0352
0035

0347
0034

づ■ かヽ

[施 設 |

(果 実 )

1977■ )i

水和剤 (750%)
①04%種子粉衣
② 750倍 3 g ai/m2灌 注

①②各 1 100 く0001 く0001

1 ①②各 1 74 く0001 く0001

ぶ どう

[露地 無袋〕
(果 実)

1983年

1

水和斉J(750%)
2 25 kg ai/10a tt rh

1 067 066

1 1 091 088

きゅ うり

(果 実 )

1976J+

1
水和剤 (75 0tu)

①04%種子粉衣
②750倍 3 g ai/m2灌 注

①②各 1 71 く0001 く0001

l ①②各 l く0001

トマ ト

(果 実 )

1976年

1
水和剤 (750%)
①04%種 子粉衣
②750倍 3 g ai/m2泄 注

①②各 1 く0001 く0001

1 ①②各 1 75 く0001 く0001

ほ う オしんそ う

(茎 葉及び根部 )

1977イ■

l
水和斉1(750%)
①04rf種 子粉衣

② l,000倍

1 13 kg ai/ha 散布

①②各 l 0 191 0186

1 ①②各 1 0069 0069

ll



1雉|¥| よ]品 ) 回数

(回 )

PHI

(日 )

残留値  (mg/kg)
llrt=tv

最高値 平均値

01② 3 く0005 く0005

①l② 3 く0005 く0005

¨̈̈
¨̈

水

肛

●

６

■

‐１
一　
　
Ｃ
‐
　
一　　‐

01② 3 く0005 く0005

0103 21 く0005 く0005

01② 3 21 0()13 0 013

01② 3 21 0 125 0125

0103 21 0011 0011

①l② 3 21 0325 0

皿ュ
01② l 125 0009 0008

01② l 0008 0008

皿」1皿
3 047 046

3 035 034

l  lザ量
1 137 く0001 く0001

1 0621 0596

作物名

[栽培形態 ]

(分析部位 )

実施年度

試験

圃場

数

使用量

(g ai/ha)

回数

(回 )

PHI
(日 )

残留値  (m質 /kご
l/a=/V

最高値 平均値

ばれい しょ

[露 地 ]

(塊茎 )

1979年

1

①粉剤 (30%)
05%種芋粉衣
②水和剤 (750%)
50倍  20分浸漬

① l

② l

123

123

く0005
く0005

く0005
く0005

1

①粉剤 (30%)
03%種芋粉衣
②水和剤 (750%)
50倍  10分 浸潰

① l

② l

123

123

く0005
く0005

く0005
く0005

こんにゃく

[露 地〕

(塊茎 )

1977[年

l

粉斉J(30%)
12 kg ai/ha

■壌企面散布

4

4

4

30

45

60

0015
0003
0003

0 014

0002
0002

l

4

4

4

0012
0005
0002

0012
0004
0002

てん さい

1露 地 ]

(根 部 )

1978左
「

1

①粉剤 (3000)

05%種芋粉衣
②水和斉」(750%)
500倍 1 5 kg ai/ha散 ョ午

① l② 2

① l② 2

46

62

0070
0008

0069
0008

1

①粉斉」 (30%)
03%種芋粉衣
②水和剤 (750%)
500倍 1 5 kg ai/ha散 布

① l② 2

① l② 2

43

59

0004
0025

0004
0024

〔ん さい

[露 地 ]

(根 部 )

1982年

1

水和斉」 (750%)
① l,000倍 8 g ai/m2

播種後灌注

② 500倍 3 kg ai/11a
散布

C)500イ音 1 5 kg ai/ha

散布

①l② l③ 3

①l② 2③ 3

① l② 2③ 3

30

30

45

05

05

05

く005
く005
く005

てんさい

[露地]

(根 部)

1982年

1

水和剤 (750%)
① l,000倍 0 75 g ai/1冊
へ・―ハ ーホ・ット́、肯文イF

②500倍  3 kg ai/ha
株元散布

③500倍 1 5 kg ai/ha
散布

① l② l③ 3

①l② 2③ 3

①l② 2③ 3

32

32

45

012
く005
く005

0 12

く005
く005

水稲

(玄 米)

1990年

1 ゾル (400° n)

6倍  5 3 kg ai/ha散 布

1 074 0 74

1 1 029 058



tl./
回数

(回 )

PHI

(日 )

残 li・ 値 (mg/kg)

llB=./L

最高値 平均値

ai/ha tt ll

3

3

1

2

048
048

048
048

3

3

l 069
064

)

[ti′ h:ぇ
① l② 2 08:3 082

0102 0 16 016

′til l‖ ll

りII[

=lt i′

ha

0106

01② 6

4 く005 く005

く005 0 05

ai/1‖ |

II里

=ょ
i′ ha

0106 42 く005 <0 05

① l② 6 1 く005 く005
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